
○ 平成31年3月期通期見通し（対前年度比較）

 ■ 水力発電量の増加による燃料費の減少 １２０　  ■ 平成30年北海道胆振東部地震に ６５　

　　　　よる影響
 ■ 経営基盤強化による効率化 ７０　

　（資機材調達コストの低減、

　　創意工夫による工事工程の見直しなど）

 ■  燃料価格の上昇による燃料費の増加 ２７０　

 ■ 燃料費調整制度の影響による ３３０　
　 　　 売上高の増加  ■ 販売電力量の減少による売上高の減少 １９０　

 ■ 販売電力量の減少による燃料費の減少 １５０　  ■ 石狩湾新港発電所１号機運転開始に ６０　

　　　　　　　　　　　　　　　　　          よる影響
 ■ 火力発電所定期検査費用の減少 ５０　    （減価償却費の増加など）

 ■ その他 ２０　

   （新北本連系設備運転開始による

　　　　　　　　　　　減価償却費の増加など）

※３０年北海道胆振東部地震による影響を除く。

 ■ 経常利益の好転 １１０　  ■ 法人税等の増加 ２０　

 ■ 渇水準備金の引当・取り崩し ２０　

 ■ 特別損失の計上 ４１　
　 （平成30年北海道胆振東部地震による

　設備の復旧費用など）

当社単独業績見通しにおける経常利益・当期純利益の変動要因

（億円程度）

好　転　要　因 悪　化　要　因

差し引き　１１０億円程度　好転

※「販売電力量の減少による燃料費の減少」および「販売電力量の減少による売上高の減少」は、平成

（億円程度）

好　転　要　因 悪　化　要　因

差し引き　３０億円程度　好転

参 考 ２

売 上 高 ７,２２０億円程度 ７,０３１億円 １９０億円程度

営 業 利 益 ３５０億円程度 ２７３億円 ８０億円程度

経 常 利 益 ２４０億円程度 １３２億円 １１０億円程度

当 期 純 利 益 １６０億円程度 １３１億円 ３０億円程度

増　減

見 通 し　① 実　績　② ①－②

31年3月期 30年3月期

【経常利益の変動要因】

【当期純利益の変動要因】

・節電にご協力頂いたこと等による収入の減少など 20

・石油火力発電所等の焚き増しなど 45




